



















るという文体をとっている。一方は、『人間本性論摘要AN ABSTRACT OF A BOOK lately Published; 






る郷紳からエディンバラにいる彼の友人に宛てた一通の書簡 A LETTER FROM A GENTLEMAN TO 
His Friend in Edinburgh 2』（1745）、通称『エディンバラ書簡』（以下、『エディンバラ書簡』と呼ぶ）
である。これは、1966 年 12 月にスコットランド国立図書館によってバーミンガムにある書籍販売
業者から発見された。その出所は、不可解な点は残るようだが、ベルファスト近郊のリスバーンの
ジョンストン－スミスJohnston-Smith氏の書庫にたどることができ、タイプと装飾という証拠から、
エディンバラのT. Lumisden and J. Robertsonによる印刷のパンフレットであると推定されている 3。












の約 4 か月前に書かれた『わが人生My Own Life』でも『人間本性論』は「印刷機からの死産dead-born 
from the press」と感じ、議論の内容より文体のせいで、あまりに早く出版したためだとしている 8。 
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現存するケインズとスラッファによって 1938 年に（そして 1965 年にオフセット印刷で再度）復
刻された『人間本性論摘要』は基本的な哲学的構想を概略するためのよく推敲された成果である一















が書いたとされる 13『実例と告発the Specimen and Charge』である。これは、『人間本性論』を抜粋













するために、「最後の熱心な努力 14」としてヘンリー・ホームHenry Home, Lord Kamesはこの書簡を
急いで出版した。『エディンバラ書簡』の日付が 1745 年 5 月 8 日で、これが出版されたのが 21 日で






































最後の告発は、『人間本性論』第三巻「道徳について Of Morals」に基づいており、それよりも 8














結局、その時の教授選では、ヒュームより 7 歳年下のウィリアム・クレゴーンWilliam Cleghorn 18が
選出された。ヒュームの友人で 1764-85 年に教授となったアダム・ファーガソンAdam Fergusonも、












はE.C.モスナーとJ.V.プライスの共編版（Edinburgh University Press, 1967, 以下モスナー版）、『人間
本性論』の付録としてD.F.ノートンとM.ノートンの共編版（Oxford University Press, 2007, 以下ノー
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1 正式なタイトルは、“AN ABSTRACT OF A BOOK lately Published; entituled, A TREATISE OF Human Nature, 
&c. wherein The CHIEF ARGUMENT of that BOOK is farther illustrated and explained.”である。 
2 正式なタイトルは、“A LETTER FROM A GENTLEMAN TO His Friend in Edinburgh: containing Some 
OBSERVATIONS on A Specimen of the Principles concerning Religion and Morality, said to be maintain’d in a 
Book lately pu- blish’d, intituled, A Treatise of Human Nature, &c.”である。 
3 Mossner, 1967, xxv 
4 Hume, ed. Klibansky & Mossner, 2011, p.14-18 
5 モスナーは『ヒューム新書簡集 New Letters of David Hume』編者序論と『ヒュームの生涯 THE LIFE of 
DAVID HUME』初版において指摘していた。cf. Mossner, 1954, xiv 
6 Mossner, 1967, xxii 
7 Mossner, 1967, xxiii 
8 My Own Life. 現在では様々な版が出版されている。例えば Hume, ed. Greig, 2011 
9 Mossner, 1967, xxiii 
10 のちにグラスゴー大学の学長（1764–5）となる。 
11 Hume, ed. Greig, 2011(1), p.55-59 
12 ウィシャートは町議会議員でもあったが、それに選ばれて（1736 年 11 月 10 日）から就任までに 1 年（1737
年 11 月 9 日）かかっている。それはウィシャート自身も彼の著書に関してエディンバラ長老会によって
告発されたためである。Mossner, 1967, xv 
＊スコットランドでは、1530 年代以降、ローマ・カトリック教徒がフランスとの結束を強める一方、カ
ルヴァンの教えに立つプロテスタントは、イングランドとの友好関係を重視し、両者の対立が激化す













13 P.ラッセルはこの著者として Andrew Baxter を挙げている。 
14 Norton, 1968, p.161-162 
15 出版を急いだせいか扉のページに誤植がある。“printed”が“pinted”になっている。cf. Hume, 1967, cover 
16 Mossner, 1980, p.160-161. 特に後者については、近代ではデカルト、ヒューエット、マルブランシュ、バ
ークリ、クラーク、カドワース、ハチスン、ロック、ニュートン、ティロットソン、ウォラストンを
含んでおり、太字の人たちは『人間本性論』でも『人間本性論摘要』でも言及されてもいない。 
17 斎藤, 1985, p.163 
18 しかし、クレゴーンは 35 歳での早世によって何も出版しなかった。cf. Mossner, 1967, xxi 
19 Mossner, 1967, xxi 
20 Mossner, 1967, xxiv 
21 Mossner, 1967, xxiv 
22 現代のヒューム研究者でもっとも著名なうちの一人であるピーター・ミリカンがこのサイトの運営に携
わっており、その他のテキスト自体を参照する上では、インターネット上では最も適したサイトである
と言える。 
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